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1　本稿の目的
　教員養成課程の講義を受講する学生は、それまで自分が受けてきた授業のイメージや知識
などをもとに形成された、何らかの理想的授業像を持って講義に臨んでいる。教科教育の授
業では、学生が持つそうした授業イメージを前提とし、それを強化したり修正したりするこ
とを通じて、めざすべき授業の姿を具体化していくことが必要であろう。学生が誤った授業
イメージを理想像と捉えていることはほとんどないと考えてよい。一方で、学生が描く授業
像が抽象的であったり、一面的であったりする場合が少なくないことは、授業者として経験
的に感じるところでもある。
　学生がどのような授業を望ましいと感じているかは、個人的な会話の中などから漠然と把
握している面もある。しかし、そうした授業像は学生個々によって異なるものであるし、会
話の中で我々が知ることができる情報も限られている。ある程度の人数を対象として行った
調査に基づいて学生が持つ教科の授業像の類型化を図り、その傾向を把握しておくことは、
教科教育論の授業の出発点において有益な情報になると考える。
　そこで本稿では、教員志望学生に対して実施した「よい国語の授業像」についての回答を
もとに、教員志望学生が国語科授業に対して持つ理想像の類型を報告する。
2　調査の概要
①　対象　N教育大学 2年次生（102 名）
②　日時　平成 27 年 4 月
③　調査と考察の方法
　N教育大学で開講されている「初等国語科授業論」初回の冒頭で、次の課題について 15
分程度で記述させた。回答はA5用紙半分程度に箇条書きで書かせ、授業終了時に回収した。
　　今のあなたが考える「よい国語の授業」とはどのようなものですか。要点を 3点挙げて
ください。
　この課題に対する 306 件の回答記述をもとに分類を行い、項目を立てた。なお、一つの回
答が複数の項目にかかわる内容に触れている場合は、それぞれの項目に当該の回答を分類し
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ている。そのうえで各項目を概括し、上位の項目を立てて整理した。
3　学生が持つ「よい国語の授業」像の分析
3．1　おもしろさ
興味・関心が持てる
楽しい・
おもしろいと思う
言葉や文章に親しむ
苦にならない・
生徒が集中している
主体的活動がある
13 12 1 4 11
30 11
　よい授業の条件として、「興味・関心」や「おもしろさ」などを挙げた回答は 30 件であっ
た。回答の多くは印象を述べるに留まっており、十分に授業像を描き切れていない面もある
が、学生なりの率直な反応ではあろう。何に対する「興味・関心」「おもしろさ」なのかが
明確でない回答が多いため有意な分類とは言えないが、用いられている表現に基づけば上記
のような内訳になる。
　おもしろさの対象が明確でない記述が多い中で、「楽しく文学を味わえる授業」「作品を読
むこと、または内容について思考することを楽しいと感じることができる」「動きを取り入
れて、楽しいと思えるような授業」などの記述があった。学生が授業の「おもしろさ」を感
じる対象は、教材、思考すること、活動などにわたっている。
　活動に対するおもしろさと関連する要素として、「生徒参加型の授業」「主体的活動がある
こと」などを挙げた回答が 11 件あり、これも「おもしろさ」を形成する一因として考えら
れる。ただし、この類型の回答では具体的な活動までは示されていない。特定の活動が設定
されているかどうかで、「よい授業」かどうかを判断することを避けたとも言えるが、漠然
とした捉え方に留まっている点は否めない。
3 ．2　知識・能力の習得
　条件として、知識・能力の習得が保障されていることを挙げた回答は 51 人 70 件であった。
半数の学生が、単に「おもしろい」ことにとどまらず、学習内容として知識・能力の習得が
保障されていることを授業の要件として捉えている。具体的に、目指されている知識・能力
は、次の通りである。
正しい
日本語
言語事項・言語知識 言語能力 思考力
言葉に関する知識
（漢字・語彙など）
国語力・
コミュニケーション能力
読解力 書く力 話す力 聞く力
想像力・
思考力
10 15 4 15 10 6 5 11
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　「正しい」という形容詞で表されるような、言語規範の習得を学習内容として捉える回答
が 10 件ある。これらの回答では、「正しい言葉」「正しい使い方」という表現が用いられて
おり、言語事項に関する知識と、場面に即した言語運用能力の習得を国語科の目標と捉えて
いる。ただし、言語運用能力の熟達に際しては、「正しさ」だけでなく「適切さ」を重視す
る必要がある。どのような表現を選べばよいかは、相手や目的といった状況によって妥当性
を判断すべきことであり、正しい表現が決まっているわけではない。「唯一の正しい表現」
という「規範的な言葉」を求めようとする認識にゆさぶりをかけ、場に応じた適切さを判断
できる能力という観点から言語習得を捉えられるように学生の認識を変容させていくことが、
今後の講義で必要となるだろう。また、「言語事項・言語知識」が 15 件あり、「正しい日本語」
と合わせると 25％の学生が言語知識の習得を重視している。言語事項は国語科の学習内容
の基礎事項であるが、知識の習得に偏らない授業をイメージさせる必要がある。
　言語能力の習得を挙げた回答は、20 人 26 件であった。この中では「読解力」が最も多く、
国語科授業のイメージが「読むこと」を中心に捉えられていることを示唆している。一方、「話
す・聞く」力に触れたものは 5件程度であった。近年の国語科では「話す・聞く」の重要性
が強調されているが、「話す・聞く」力の習得が国語科の学習内容であるという感覚は、学
生の意識の中では相対的に乏しいと見なすことができる。「話すこと・聞くこと」の学習場
面を具体的に想起できなかったとも考えられるが、「読むこと」以外の学習の重要性を意識
させ、授業像を具体化するように方向付けていくことが必要となろう。
　「国語力」「コミュニケーション能力」といった抽象的な表現を除けば、「言語能力」に触
れた 20 人中 15 人が複数の言語能力について触れていた。中には「読む、書く、話す、聞く
の 4つの力がバランスよく伸ばせる。」という総合性に触れた回答も 1件あった。（なお、言
語能力を一つだけ挙げた 5件の回答は、すべて「読解力」を挙げていた。）読み書きを中心
にした言語能力の伸長が、国語科授業の要件の一つと捉えられている。
　言語能力に留まらず、より高次の「想像力・思考力」を学習内容に挙げた回答は 11 件であっ
た。回答数としては、言語知識や言語能力に比べれば多くない。ただし、能力として記述し
てはいないものの「考えること」に言及していた回答は少なくなく、国語科を単なる技能教
科としてのみ捉えているわけではないと思われる。今回の回答の中では、より「国語科」的
な学習内容として言語に関する知識・能力が取り上げられたものとも推測されるが、国語科
の学習内容として「思考力」「想像力」なども位置付けることが、今後必要となる。
3 ．3　学習内容の生活への応用・発展
他教科や生活への応用・発展 読書・作品への興味付け
9 12
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　よい授業の条件として、授業で学習された能力や内容が日常生活やその後の学習に活用で
きることを挙げる回答は、18 人 21 件であった。これらは、授業で習得した能力や認識の活
用について述べたものと、読書生活の拡充について述べたものとに分けられた。
　他教科や生活への応用・発展にかかわる回答（9件）では、能力と認識の両面について言
及があった。生活への活用を重視するこの類型としては、次のようなものが挙げられる。
　○　学んだ言葉や漢字を日常生活で活用できるよう支援する授業。
　○　その授業だけで完結してしまわず、物事を考える時などに応用できる授業。
　○　生徒の将来にしっかりと貢献できる授業。
　一方、読書に対する興味付けが図れることをよい授業の要因として挙げた回答（12 件）
には、次のようなものがあった。
　○　今まで親しみのなかった文学作品にも興味をもつような授業。
　○　読書を好きになってもらえる授業。
　いずれも、国語科の学習を教室内に閉じるのではなく、教室の外に広げていくことを意識
している。ただし、具体的な方策まで想定した記述はなかった。
3 ．4　学習内容としての認識・価値観・人間性
日本語の良さ 価値観・情操 新しい見方・考え方 気質（感性・道徳性・社会性・自主性など） 協同性
7 4 1 5 3
　ものごとに対する見方・考え方の習得・変容、社会性や自主性など、価値に関わる学習内
容を設定している回答は 20 件あった。知識・能力に比べて少なく、国語科の授業内容とし
て重視すべきだという意識は相対的に低いと言える。
　これらの中では、「日本語（母国語）のよさを知る」「方言などの地域性にも触れつつ、日
本語のおもしろさを学べる授業」など、言葉の価値を学習内容とする回答が 7件あった。他
教科に比べての国語科の独自性が意識された結果であろう。他の項目は国語科だけでなくど
の教科でも学んでいく必要がある学習内容であり、「国語科」授業の目標としては強調され
なかったと考えられる。
3．5　授業形態
話し合い・意見交流 音読 多読 その他
26 11 3 13
　具体的な授業形態や学習活動について言及があった回答は 38 人 51 件あった。挙げられて
いた活動を分類したものが上記の表である。
　話し合いや考えの交流・共有があることを挙げた回答は、全体の4分の1にあたる26件あっ
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た。学生が国語科の授業として具体的に想起する活動が「話し合い」であり、話し合い場面
が設定されていることが国語科授業の重要な要素であると捉えられている。
　次いで、「音読」について触れた回答が 11 件ある。ただし、回答者は 1年次の講義の中で
子どもの身体を育てることと、そのための方法としての音読の重要性について学んでおり、
既習知識が今回の回答に影響を与えた側面も強いと思われる。
　複数の言及があったもう一つの活動が「多くの本を読む場面の設定」である。 3．3で触
れたように読書への興味付けが図られていることを条件とした回答も 9件あり、この回答は、
そうした読書習慣の確立に向けて授業内で行う具体的活動の構想であると考えられる。
　その他に挙げられていた具体的な授業形態や活動としては、次のような回答があった（【　】
内は筆者による補足）。
　○　子どもが自ら学びたいと思い、調べたりできる授業。【調べ学習】
　○　学年別で、それぞれの学年にあった課題が与えられ、活動する授業。【課題解決学習】
　○　動きを取り入れて、楽しめる授業。【動作化】
　○　身体でも文章を味わう授業。
　○　声を出している授業。
　○　登場人物になりきって、ごっこ遊びとして授業が展開できること。【劇】
　○　読み物の世界に入って登場人物の心情や、評論を読む時は筆者の言いたいことが理解
しやすいように、劇をしてみたりなどの授業展開を考える。【劇】
　○　音読など、役割分担ができることを行う授業。【共同作業】
　○　プリントを穴うめするだけで終わらず、自分たちで文章をまとめていく。【要約】
　○　読み聞かせなども取り入れ、児童が色々な話と出会えるようにする。【読み聞かせ】
　 3．1で触れたように、学習者の主体的授業参加をよい授業の条件とする回答が 11 件あり、
これらの回答はその具体例を示したものと言える。示された活動例の中で、劇化・動作化な
ど学習者が身体を動かす活動を挙げていることについては、これまでの学習経験とともに、
身体性を重視してきた大学での学習体験の影響もあると考えられる。一方で、何かを制作す
る活動や、発表会・プレゼンテーションなどの表現活動に触れた回答はなかった。言語活動
を通して学ぶ学習形態は、教科書にも設定されるなど一般化しているが、学生の中ではその
ような表現活動は授業の姿として想定されていない。学生がイメージする国語科の授業は「話
し合い」が中心であり、「話し合い」以外の活動で学ぶ学習形態を具体的に構想できるよう
にする指導が、教科教育の授業では必要となる。
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3 ．6　学習者の意見構築と発言
学習者個々が考える（場がある） 子どもが主体的・活発に発言する 発言しやすい環境である
15 15 10
　「話し合い」がよい国語の授業の条件として挙げられたことと関連し、授業の中で子ども
が考えをもち、その考えを発表できることを挙げた回答も相対的に多かった。全体の 3分の
1にあたる 35 人 40 件がこの類型の回答を行っている。なお、意見発表は、多くの場合、話
し合い場面で行われるが、回答の中には特に話し合い場面に限定しない記述もあったので、
別項として立てている。これらの回答の具体的な類型は、上記の通りである。
　「学習者個々が考える」授業であることを重視する回答は 15 件であった。回答自体は当然
の指摘であるが、あえてこの条件が挙げられること自体、学生が持っている国語の授業のイ
メージは発問－応答の発話形態の印象が強く、個人で考える場面が少ないということが示唆
されていよう。この中で、「考える場や時間がある」ことを指摘した回答が 3件、「考えさせ
る発問が多い」ことを指摘した回答が 1件あり、具体的に授業場面を想定した学生も少数で
あるが見られた。
　子どもの発言に関する内容を条件とした回答も 15 件あった。この中で子どもの発言が活
発なことを挙げた回答が 5件、自発的・積極的な発言であることを条件とした回答が 5件、
それ以外は「自信をもって」「自由に」「わかりやすく」発言できることなどを挙げていた。
さらに、そうした発言がしやすい環境であることを挙げた回答も 10 件あった。これらの学
生は、子どもの発言を指標として、子どもが自分の考えを主体的に言える状態に導くことが、
よい授業の条件であると考えている。
3 ．7　読み深め
読み深め 心情・意図を読む 想像・イメージ
9 11 3
　授業の中で、教材の「読み深め」が行われていることを条件とする回答が 23 件あった。
読み深めの内容が具体的に示されている回答のうち、「心情や意図を読みとる」授業が 11 件、
想像やイメージを膨らませられる授業が 3件挙がっている。表面的な教材の読み取りに終わ
らない授業内容を志向する回答であると言える。ただし、実際の授業では、テキストに書か
れている事柄を確認することに終始する授業の方がまれであると思われる。書かれていない
ことを推測することは、教科教育論授業者の側では当然のこととして考えている。このこと
が、あえて「よい授業像」として挙がってくることを考えれば、学生の中では書かれている
内容の確認に終始する授業も想定されていることが示唆されている。
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3 ．8　多様な解釈の許容
多様な解釈（押しつけにならない） 個々の尊重
18 7
　子どもから提出される多様な考えを否定せず、教師が準備した解釈をおしつけないことも、
学生が挙げたよい授業の条件であった。具体的には次のような回答であり、17 人 18 件がこ
のような回答を行っている。
　○　いろいろな意見が出てくる授業。（答えが一つに決まっていないので）
　○　答えのない授業。（それぞれに考えを持たす）
　○　一つの答えを押しつけるのではなく、子ども一人ひとりの意見をできるだけ受け入れ　　
る。
　こうした回答は、裏返せば、教師に主導されて答えを探すような授業を学生自身が経験し
ており、それに対する異議の表明であると言えるだろう。
　多様な解釈を許容することと類似する発想として、子どもの多様な意見を尊重することに
ついての言及もあった。
　○　生徒一人ひとりのいろんな意見を聞き出して、考えを共有するもの。
　○　さまざまな考えや発想を切り捨てないもの。
　これらの回答も、読むことの学習や、その中での話し合い場面が想定されていると考えて
よいだろう。学習者の個々の解釈を尊重する理念に基づく授業が、学生がもつ理想的授業像
の一つである。
　学習者個々の考えを尊重する考え方は、理念的に正しいと考えてよいだろう。一方で、学
生がこのことに固執し、児童・生徒の誤答や浅い読みも否定せずに受け入れて終わってしま
う、何でもありの授業を構想してしまうことも少なくない。また、実際の授業における「話
し合い」における学習者の発言には誤読や思いこみもあり、すべての意見を同等に見なすこ
ともできない。多様な意見をすべて受け入れて話し合いを成立させることは実際には不可能
であることを、学生はまだ認識できていないと考えてよいだろう。当然ではあるが、今回の
回答には、話し合いを成立させるための手立てや準備に対する言及は見られなかった。話し
合いが国語科授業の主要な一場面であることは疑いないが、それをどのように成立させるか
も、教科教育論の講義での学習内容となる。
3 ．9　教師の活動
わかりやすい・指導が丁寧 知識や関連情報の提示 板書
13 4 2
－ 49 －
（122）
　回答の多くが、学習者の思考や活動がどのようなものであればよいかを論点としていたが、
学習者に有益な教師の教授活動はどうあるべきかに言及した回答も 17 人 19 件あった。
　この類型でのキーワードは「わかりやすさ」である。「筆者の述べようとすることを分か
りやすく子どもに教える授業」「板書が見やすく、字がきれい」など、説明や板書などがわ
かりやすい授業をよい授業の要件としている。また、「知識や関連情報の提示」に分類した
回答では、「時代や背景をとらえることが簡単な授業」「自分たちで気づけないようなおもし
ろさや伏線を教えてくれる」といった回答が見られた。このような教師の活動を重視する回
答では、教師が教えることが重視されているように見える。わかりやすさは教師の指導技術
として重要な要素であるが、「わかりやすく伝える」ことに偏りすぎない授業像を提示する
ことが必要であろう。
4．総括
　本調査に回答してくれた学生は、まだ専門的に国語科の授業について学習していない。し
たがって、授業について語る言葉も多くないし、持っている授業像が抽象的であることは当
然であろう。その中で、回答から垣間見えた学生が持つ「よい国語の授業」像は、次のよう
なものである。
　①　抽象的ではあるが、「おもしろい・興味関心が持てる」ことが重視されている。「おも
しろさ」の一つとしては、「学習者の主体的な活動」が設定されていることが挙げられる。
　②　学習内容が保障されていることは、授業の重要な要素であると認識されている。ただ
し、国語科で習得をめざす学習内容は、「正しさ」に依拠した言語知識や言語運用能力
に重点がおかれやすい。言語能力については「読解力」が多く、読むことの学習が重視
されていることが示唆されている。
　③　学習形態としては、「話し合い」の場面が想定されている。また、学習者が自分の考
えを持てること、そのための準備や環境があることも重視されている。
　④　授業が特定の「答え」に収斂せず、多様な考えが許容される場であることも要件の一
つとして見なされている。
　⑤　わかりやすい説明や、知識の関連情報の提示など、教師の教授行為を重視する意見も、
相対的に多くはないが見られる。
　これらの「よい授業」像は一般論として納得できるものである。一方で、このような授業
は、「理想」であるだけに実現することが難しい。たとえば話し合いにおいて、すべての学
習者の意見を許容できないことは多々あるだろう。大学の授業において「実践力」をめざす
とき、具体的場面において生じる矛盾にどう対応するかを念頭に置く必要がある。学生の持
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つ授業像を基盤にしながら、それを実現する手立て、あるいは実現できないときにどうすべ
きかも、あわせて指導する必要がある。
　今回の調査に限定するなら、学生は読むこと、特に文学作品を対象とする話し合い場面に
ついて、国語科の授業イメージを作り上げていることが見て取れる。全般的に読むこと以外
の授業に関する記述はほとんどなく、読むことの中でも説明文を扱う授業への言及も見られ
ない。話し合いについても、話し合いに至るまでの過程、たとえば教材の読み取りをどう支
援するかについても触れられていない。また、話し合いや音読など、想定されている授業が
一場面に限定されており、単元構想といった授業のつながりに対する意識も希薄であると言
えるだろう。当然ではあるが、学生が持つ授業像はきわめて微視的である。文学、話し合い
以外の授業像を具体化することが、教科教育の出発点においては必要である。
（いくた　しんじ・本学教員）
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